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平成２４年第１回砂川市議会定例会
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議案第 ４号 平成２３年度砂川市介護保険特別会計補正予算

議案第 ５号 平成２３年度砂川市後期高齢者医療特別会計補正予算

議案第 ６号 平成２３年度砂川市病院事業会計補正予算

［第１予算審査特別委員会］

〇出席議員（１４名）

議 長 東 英 男 君 副議長 飯 澤 明 彦 君

議 員 一ノ瀬 弘 昭 君 議 員 増 山 裕 司 君
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北 谷 文 夫 君 尾 崎 静 夫 君

沢 田 広 志 君 辻 勲 君

〇欠席議員（０名）

〇 議 会 出 席 者 報 告 〇

１．本議会に説明のため出席を求めた者は次のとおりである。

砂 川 市 長 善 岡 雅 文

砂川市教育委員会委員長 髙 橋 仁 美

砂 川 市 監 査 委 員 奥 山 昭

砂川市選挙管理委員会委員長 其 田 晶 子

砂 川 市 農 業 委 員 会 会 長 奥 山 俊 二

２．砂川市長の委任を受け説明のため出席する者は次のとおりである。

副 市 長 角 丸 誠 一

市 立 病 院 長 小 熊 豊

総 務 部 長
湯 浅 克 己

兼 会 計 管 理 者

市 民 部 長 高 橋 豊

経 済 部 長 栗 井 久 司

建 設 部 長 金 田 芳 一

建 設 部 審 議 監 山 梨 政 己

市 立 病 院 事 務 局 長 小 俣 憲 治

市 立 病 院 事 務 局 審 議 監 佐 藤 進

市 立 病 院 事 務 局 審 議 監 氏 家 実
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総 務 課 長 古 木 信 繁

広 報 広 聴 課 長 熊 崎 一 弘

３．砂川市教育委員会委員長の委任を受け説明のため出席する者は次のとおりである。

教 育 長 井 上 克 也

教 育 次 長 森 下 敏 彦

４．砂川市監査委員の委任を受け説明のため出席する者は次のとおりである。

監 査 事 務 局 局 長 中 出 利 明

５．砂川市選挙管理委員会委員長の委任を受け説明のため出席する者は次のとおりである。

選挙管理委員会事務局長 湯 浅 克 己

６．砂川市農業委員会会長の委任を受け説明のため出席する者は次のとおりである。

農 業 委 員 会 事 務 局 長 栗 井 久 司

７．本議会の事務に従事する者は次のとおりである。

事 務 局 長 河 端 一 寿

事 務 局 次 長 加 茂 谷 和 夫

事 務 局 主 幹 佐 々 木 純 人

議 事 係 長 吉 川 美 幸
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開会 午前 ９時５９分

◎開会宣告

〇議長 東 英男君 おはようございます。ただいまから平成２４年第１回砂川市議会定

例会を開会します。

◎開議宣告

〇議長 東 英男君 本日の会議を開きます。

◎日程第１ 会議録署名議員指名

〇議長 東 英男君 日程第１、会議録署名議員の指名を議題といたします。

会議録署名議員には、会議規則第７８条の規定により、土田政己議員及び増井浩一議員

を指名します。

本日の議事日程並びに議長の諸般報告は、お手元に配付のとおりであります。

◎日程第２ 会期の決定

〇議長 東 英男君 日程第２、会期の決定を議題といたします。

お諮りします。

今定例会の会期は、本日から３月１４日までの１０日間にしたいと思います。ご異議あ

りませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

ご異議なしと認め、会期は１０日間と決定しました。

◎日程第３ 主要行政報告

〇議長 東 英男君 日程第３、主要行政報告を求めます。

市長。

〇市長 善岡雅文君 （登壇） 前回の定例市議会以降における主要行政について報告を

申し上げます。

１ページ、総務部総務課の関係では、２点目の東日本大震災義援金について、義援金受

け付け状況は１２月１日から２月２０日まで２件、２０万円となっているところでありま

す。

次に、３点目の空き家積雪調査について、２月１３日から１４日の２日間にわたり大雪

による屋根の積雪で市内空き家が倒壊した事故を受け、空き家の倒壊や屋根からの落雪に

よる道路や隣家への被害を防止するため、危険な状況にある空き家の屋根の積雪調査を市

内全域で実施し、調査の結果で危険と判断した空き家２８軒の所有者等に対策を講じるよ

う通知したところであります。
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次に、２ページ、４点目の空知太会館に係る住民訴訟について、２月１６日、最高裁判

所第一小法廷において判決があり、相手方の上告が棄却されたところであります。

次に、広報広聴課の関係では、２点目の砂川市新年交礼会について、１月１２日、砂川

パークホテルにおいて開催し、２６６名の参加をいただいたところであります。

次に、５点目のスマートインターチェンジに関する勉強会について、１２月１５日、砂

川市役所において北海道開発局札幌開発建設部、北海道、東日本高速道路株式会社及び砂

川市の参加により勉強会を開催し、スマートインターチェンジの必要性と整備効果、設置

に向けた検討業務等について協議をしたところであります。

次に、３ページ、まちづくり協働課の関係では、１点目の町内会への加入案内について、

市民の町内会活動に対する参加意識の醸成を図るため、町内会活動の紹介や加入案内を掲

載したチラシを１万枚作成し、広報すながわ１２月１５日号で市内全戸に配布したほか、

転入届け出の際や個人住宅、アパート等の建築確認申請時にも市役所窓口でチラシを配布

し、町内会への加入案内を始めたところであります。

次に、２点目の協働のまちづくり懇談会について、２月１０日、砂川市婦人ボランティ

アクラブ及び砂川更生保護女性会の役員２２名と、ボランティア活動を推進していくため

の考えや高齢者が安心して生き生きと暮らせるまちづくりについて懇談をしたところであ

ります。

次に、７ページの市民部社会福祉課の関係では、１点目の生活困窮世帯年末見舞金の支

給について、１２月に民生児童委員を通じて８５世帯に支給したところであります。

次に、１０ページの経済部商工労働観光課の関係では、４点目の砂川地域通年雇用促進

協議会について、通年雇用化の促進や季節労働者の能力開発の一助として、それぞれ記載

のとおり、通年雇用化支援セミナーや季節労働者を対象とした介護資格取得研修を実施し

たところであります。

次に、１１ページ、５点目のメガソーラー施設建設候補地の提案について、太陽光発電

施設による電力供給事業に参入する企業に対し北海道では施設誘致を表明し、市町村に対

し候補地を募っていることから、道央砂川工業団地を建設候補地として空知総合振興局を

通じてシャープ株式会社へ提案書を提出し、また直接問い合わせのあったソーラーウェイ

株式会社にも提案書を提出したところであります。

次に、１２ページ、農政課の関係では、４点目の農業経営基盤強化促進基本構想の変更

について、地域の実情を踏まえ、砂川市の農業のあり方や将来的な目標設定などを定めた

計画である農業経営基盤強化促進基本構想について、農業経営基盤強化促進法に基づきお

おむね５年ごとに見直しする必要があることから、１２月９日、北海道の同意を得た後、

１２月１４日告示し、変更したところであります。

次に、５点目の中山間地域等直接支払交付金制度の説明会について、２月２０日、砂川

市役所において平成２４年度実施要望のあった中山間地域等直接支払交付金制度について、
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市内全域の希望される地区の対象農用地がまとまったことから、農地・水保全管理支払交

付金事業における活動組織と新たに取り組む意欲のある地区の農業者を対象に説明会を実

施したところであります。

次に、１８ページ、市立病院の関係では、１点目の院内保育所の運営事業者について、

１１月１４日、院内保育所の運営を行う事業者について、公募型プロポーザルにより選定

する公告を行ったところ、５事業者から参加申し込みがあり、１２月１５日、ヒアリング

を行い、１２月２１日に最優秀提案者を選定したところであります。

次に、３点目の附属看護専門学校受験状況について、平成２４年度の推薦入学試験は、

１０月２６日、応募者８名に小論文・面接試験を実施し、１１月２日、８名全員の合格を

発表いたしました。また、一般入学試験は、１月１９日に１次試験、２月１日に２次試験

を実施し、２月７日、３０名の合格者を発表したところであります。

以上申し上げまして、主要行政報告といたします。

◎日程第４ 教育行政報告

〇議長 東 英男君 日程第４、教育行政報告を求めます。

教育長。

〇教育長 井上克也君 （登壇） 前回定例会以降におきます教育行政の主な内容につき

ましてご報告申し上げます。

初めに、学務課所管について申し上げます。１点目の公立高等学校入試出願状況につい

てでありますが、２月１４日、北海道教育委員会は平成２４年度の公立高等学校入試出願

状況を公表いたしましたが、本市が所属する空知北学区の出願状況は記載のとおりであり

ます。砂川高校（普通科単位制）の出願状況は、４間口、定員１６０名に対し出願数は１

２８名であり、３２名の定員割れとなっております。空知北学区内の普通科の出願数は、

募集定員８４０名に対し出願数は７００名で１４０名の定員割れとなっております。

２点目の平成２３年度全国学力・学習状況調査問題を活用した北海道における学力等調

査の結果についてでありますが、平成２３年１２月２１日、北海道教育委員会は「平成２

３年度全国学力・学習状況調査問題を活用した北海道における学力等調査結果のポイント

について」を公表し、砂川市教育委員会ではこれらの調査結果を受け、砂川市全体の分析

を行い、教育委員会、校長会、教頭会等に報告を行いました。

２ページをお開き願います。社会教育課所管について申し上げます。１点目の成人式に

ついてでありますが、１月９日、地域交流センター「ゆう」において成人式を開催いたし

ました。当日は、本年度の成人対象者１９２名中１２５名の出席があり、準備を進めてき

た成人式世話人会や成人式運営ボランティアにも支えられ、ふるさと砂川に対する誇りを

再確認する厳粛な成人式となりました。

２点目の国際交流ふれあいｉｎ砂川冬タイムについてでありますが、１月１６日、公民
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館において国際交流ふれあい委員会が主催して、当市のＡＬＴ、ロザリンド・コーナーさ

ん、砂川高校のＡＬＴの協力を得て、子供・保護者・関係者含め３２名で開催いたしまし

た。当日は、屋外で雪遊びとメープルシロップでキャンディーをつくり、英語でふれあい

体験を行いました。

以上申し上げまして、教育行政報告とさせていただきます。

◎日程第５ 議案第１号 平成２３年度砂川市一般会計補正予算

議案第２号 平成２３年度砂川市国民健康保険特別会計補正予算

議案第３号 平成２３年度砂川市下水道事業特別会計補正予算

議案第４号 平成２３年度砂川市介護保険特別会計補正予算

議案第５号 平成２３年度砂川市後期高齢者医療特別会計補正予算

議案第６号 平成２３年度砂川市病院事業会計補正予算

〇議長 東 英男君 日程第５、議案第１号 平成２３年度砂川市一般会計補正予算、議

案第２号 平成２３年度砂川市国民健康保険特別会計補正予算、議案第３号 平成２３年

度砂川市下水道事業特別会計補正予算、議案第４号 平成２３年度砂川市介護保険特別会

計補正予算、議案第５号 平成２３年度砂川市後期高齢者医療特別会計補正予算、議案第

６号 平成２３年度砂川市病院事業会計補正予算の６件を一括議題といたします。

各議案に対する提案者の説明を求めます。

総務部長。

〇総務部長 湯浅克己君 （登壇） 議案第１号 平成２３年度砂川市一般会計補正予算

についてご説明を申し上げます。

今回の補正は、第４号であります。

第１条は、歳入歳出予算の補正であります。歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ９，

８２７万１，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１１１億８，５３７万２，

０００円とするものであります。

第２条は、継続費の変更であります。８ページ、第２表、継続費補正に記載のとおり、

石山団地建設工事についてそれぞれの総額と年割額を補正するものであります。

第３条は、繰越明許費であります。９ページ、第３表、繰越明許費に記載のとおり、国

の第４次補正予算に基づく農地の高度利用を推進するための農業体質強化基盤整備促進事

業について平成２４年度に繰り越すものであります。

第４条は、債務負担行為の変更であります。１０ページ、第４表、債務負担行為補正に

記載のとおり、認定農家支援資金利子補給（２３年度資金）に係る限度額の設定を行うも

のであります。

第５条は、地方債の変更であります。１１ページ、第５表、地方債補正に記載のとおり、

公営住宅建設事業債から緊急防災・減災事業債までについて６９０万円を補正し、補正後
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の限度額を８億４，６４０万円とするものであります。

それでは、歳出からご説明いたしますが、大部分が決算見込みによる事業費の確定によ

るものでありますので、主なもの及び説明にアンダーラインを付してある新規事業を中心

に説明をしてまいります。

７４ページをお開きいただきたいと存じます。１款議会費、１項１目議会費で一つ丸、

議会の運営に要する経費のうち期末手当２０４万８，０００円の減は、議員改選などによ

るものであり、共済費３３４万６，０００円の減は、議員辞職などによる議員共済会負担

金の減であります。

次に、７８ページ、２款総務費、１項５目財産管理費で一つ丸、財産管理に要する経費

のうち財政調整基金積立金１億５，１５７万９，０００円の補正は、基金積み立てにより

財源調整を図るものであります。

次に、８２ページ、１０目市民生活推進費で二重丸、滝川奈井江線バス運行に要する経

費５２万８，０００円の補正は、北海道中央バスが運行する滝川奈井江線について、平成

２２年１０月１日から平成２３年９月３０日までの１年間において収支不足額が発生した

ことから、国庫補助金を差し引いた赤字補てん対象額を砂川市、滝川市、奈井江町の路線

距離数に応じた収支不足額補償金として、砂川市の負担率６２．２５％、５２万８，００

０円を負担するものであります。同じく二重丸、上砂川線バス運行に要する経費１６万４，

０００円の補正は、北海道中央バスが運行する上砂川線について、平成２２年１０月１日

から平成２３年９月３０日までの１年間において収支不足額が発生したことから、国庫補

助金を差し引いた赤字補てん対象額を砂川市、上砂川町の路線距離に応じて収支不足額補

償金として、砂川市の負担率４１．０％、１６万４，０００円を負担するものであります。

同じく１４目ヘリポート費で一つ丸、ヘリポートの維持管理に要する経費１１７万５，

０００円の減は、航空法に基づく検査が予定されておりましたが、東京航空局から平成２

４年度に実施するとされたことによるものであります。

次に、８４ページ、２項１目徴税費で一つ丸、市税の賦課事務に要する経費のうち標準

宅地時点修正委託料５万３，０００円の補正は、北海道が実施した平成２３年７月１日時

点での地価調査において地価の下落が見られたことから、適正評価のため、標準宅地５地

点の鑑定評価を行う委託料であります。

次に、８６ページ、４項３目市長・市議選挙費で二重丸、市長・市議選挙の執行に要す

る経費５１２万９，０００円の減は、事業費確定による減であります。

次に、９２ページ、３款民生費、１項１目社会福祉総務費で一つ丸、社会福祉対策に要

する経費のうち調査協力者報償８，０００円の補正は、全国在宅障害児・者等実態調査の

調査協力者に対する謝礼であり、道の委託事業であります。

次に、９４ページ、２目知的障害者福祉費で一つ丸、知的障害者自立支援に要する経費

のうち自立支援給付費７８１万８，０００円の減は、旧法入所授産施設が新体系に移行し
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たことなどによるものであります。

同じく３目身体障害者福祉費で一つ丸、身体障害者自立支援に要する経費のうち自立支

援医療費５１４万４，０００円の減は、利用者の減などによるものであります。

次に、９６ページ、４目精神障害者福祉費で一つ丸、精神障害者自立支援に要する経費

のうち自立支援給付費９２９万３，０００円の減は、就労移行支援利用者の減などによる

ものであります。

同じく５目老人福祉費で一つ丸、老人施設措置に要する経費で施設措置費２９２万９，

０００円の減は、養護老人ホーム入所者の利用月数の減によるものであります。

次に、９８ページ、２項１目児童福祉費で一つ丸、児童の養育に要する経費のうち子ど

も手当４，０３８万６，０００円の減は、制度変更による手当の額の減などによるもので

あります。同じく一つ丸、障害児自立支援に要する経費のうち自立支援給付費２１７万２，

０００円の補正は、短期入所日数の増などによるものであります。

次に、１００ページ、２目母子父子福祉費で一つ丸、母子父子福祉に要する経費のうち

高等技能訓練促進費等給付金２１３万２，０００円の減は、対象者の減によるものであり

ます。

次に、１０２ページ、３項２目扶助費で一つ丸、生活保護費のうち生活扶助３００万円

の減は、世帯構成の状況などによる減、医療扶助１，０４１万４，０００円の減は、多額

費用手術の減などによるものであります。

次に、１０４ページ、４款衛生費、１項２目予防費で二重丸、子宮頸がん等ワクチン接

種緊急促進事業に要する経費のうち予防接種委託料３１９万６，０００円の補正は、子宮

頸がん予防ワクチンの接種者数の増などによるものであります。

次に、１０６ページ、４目環境衛生費で一つ丸、中・北空知廃棄物処理広域連合に要す

る経費のうち中・北空知廃棄物処理広域連合負担金４４４万３，０００円の補正は、焼却

施設建設費の増などによるものであります。

次に、１０８ページ、６目飲料水供給費で二重丸、飲料水の供給に要する経費で西空知

広域水道企業団負担金９９８万２，０００円の減は、砂川市の負担割合及び事業費確定に

よる減などによるものであります。

同じく２項１目ごみ処理費で一つ丸、ごみ収集処理に要する経費のうち修繕料２１４万

６，０００円の補正は、ごみ処理場の機器などの修繕によるものであります。

次に、１１２ページ、６款農林費、１項２目農業振興費で一つ丸、農業振興事業に要す

る経費のうち獣害防止さく整備事業補助金３４８万８，０００円の減は、獣害防止さくの

設置費がすべて国の補助対象となり、有害鳥獣対策連絡協議会に交付されることとなった

ことから、補助金全額を減額するものであります。

次に、１１４ページ、３目農業基盤整備事業費で一つ丸、農業農村整備に要する経費の

うち農業体質強化基盤整備促進事業補助金１億２，１２０万円の補正は、農地の高度利用
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のため、畦畔除去等による区画拡大、暗渠排水の整備に対する助成を国の第４次補正予算

を活用して全額国庫補助金により行うものであります。

次に、１１６ページ、７款商工費、１項１目商工振興費で一つ丸、商工業振興対策に要

する経費のうち中小企業等振興補助金１４０万５，０００円の減は、中小企業等振興条例

に基づく人材育成事業に対する助成として、北星自動車整備工業株式会社の従業員１名、

株式会社ホリの従業員９名の中小企業大学校受講料の全額２７万８，０００円を助成する

ものでありますが、商店街店舗整備事業として実施予定であった空き店舗店内改装の取り

やめなどにより減となったものであります。同じく二重丸、企業振興促進補助金６６９万

８，０００円の補正は、企業施設を建設した３社に対する補助金であります。

次に、１１８ページ、８款土木費、２項３目道路橋梁新設改良費で二重丸、道路橋梁新

設改良事業費４，５８５万９，０００円の減は、事業費確定による減であります。

次に、１２０ページ、４項２目公園管理費で一つ丸、公園の維持管理に要する経費のう

ち維持管理委託料４０９万円の減は、事業費確定による減であります。

次に、１２２ページ、５項１目市営住宅管理費で一つ丸、市営住宅の管理に要する経費

のうち各工事費３５１万３，０００円の減、一つ丸、改良住宅の管理に要する経費のうち

各工事費５０５万円の減は、事業確定による減であります。

次に、１２４ページ、５項３目市営住宅建設費で二重丸、南吉野団地建設事業費３０６

万円の減及び二重丸、石山団地建設事業費２１０万８，０００円の減は、事業費確定によ

る減であります。

次に、１２８ページ、１０款教育費、２項１目学校管理費で一つ丸、学校の管理に要す

る経費のうち修繕料３２４万９，０００円の補正は、中央小学校の給水ポンプの破損など

によるものであります。

次に、１３６ページ、５項１目市民スポーツ推進費で一つ丸、体育振興及び指導に要す

る経費のうちスポーツ振興補助金１０５万８，０００円の補正は、全国、全道大会への出

場者の増によるものであります。

次に、１４２ページ、１１款公債費、１項１目元金で一つ丸、地方債償還元金５，４３

５万５，０００円の補正は、北光袋地地区の専用水道施設の廃止に伴う未償還元金の繰上

償還によるものであります。

次に、１４４ページ、１２款諸支出金、２項１目国保会計繰出金１，３００万円の減は、

保険基盤安定分、財政安定化支援事業分の減が主なものであります。

同じく２目下水道会計繰出金１，７０４万９，０００円の補正は、下水道使用料の減な

どに伴う下水道事業分の管理運営費の増が主なものであります。

同じく３目病院会計繰出金１，５５６万３，０００円の減は、普通交付税分、子ども手

当分の減、特別交付税分、看護学校分の増などによるものであります。

同じく４目介護保険会計繰出金１，２１３万４，０００円の減は、介護給付費分の減が
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主なものであります。

同じく３項１目開発公社費で一つ丸、砂川市土地開発公社事業補助金１５０万円の補正

は、住宅建築分、居住分をそれぞれ２区画としていたものが３区画となったことによるも

のであります。

次に、１４６ページ、１３款職員費、１項１目職員費で一つ丸、職員の給与等に要する

経費２，７１３万９，０００円の減は、中途退職及び人事院勧告による給料、職員手当等

の減、共済費の増が主なものであります。

以上が歳出でありまして、歳入につきましては１３ページ、総括でご説明を申し上げま

す。１款市税で７，１５６万３，０００円の補正は、個人市民税で所得割の増、法人市民

税で税割の増、固定資産税で償却資産の増、市たばこ税で税率アップによる影響が少なか

ったことなどによる増が主なものであります。

１０款地方交付税で３，２５１万８，０００円の減は、当初特別交付税から普通交付税

への交付割合の移行を見込んでおりましたが、先延ばしとなったことなどから普通交付税

は１億２５１万８，０００円の減となり、特別交付税は７，０００万円の増としたことに

よるものであります。

１３款使用料及び手数料で９７０万９，０００円の減は、墓地使用料、市営住宅使用料

の減が主なものであります。

１４款国庫支出金で６，８１１万円の補正は、社会資本整備総合交付金事業費補助金、

農業体質強化基盤整備促進事業に係る農業基盤奨励費補助金の増、知的障害者福祉費負担

金、児童福祉費負担金、精神障害者福祉費負担金、生活保護費負担金の減が主なものであ

ります。

２１款市債で６９０万円の補正は、過疎地域自立促進特別事業債、臨時財政対策債の増、

事業費確定などによる公営住宅建設事業債、道路整備事業債の減が主なものであります。

以上が歳入の主なものであります。なお、１４８ページに継続費に関する調書、１５０

ページに債務負担行為に関する調書、１５２ページに地方債に関する調書を添付しており

ますので、ご高覧いただき、よろしくご審議賜りますようお願いを申し上げます。

〇議長 東 英男君 市民部長。

〇市民部長 高橋 豊君 （登壇） 私から議案第２号、第４号、第５号についてご説明

申し上げます。

初めに、議案第２号 平成２３年度砂川市国民健康保険特別会計補正予算についてご説

明申し上げます。

今回の補正は、第２号となります。

第１条は、歳入歳出予算の補正であり、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６，７

３９万円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ２５億３，３６４万７，０００円とす

るものであります。
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それでは、歳出からご説明申し上げます。３０ページをお開き願います。１款総務費、

１項１目一般管理費で７８万１，０００円の減は、一般管理事務に要する経費の給料２６

万円以下記載の人件費の減等及び国保団体連合会負担金１万９，０００円の減が主であり、

国保事業共同電算化に要する経費２０万６，０００円の減は、保守点検委託料及び電算業

務委託件数の減によるものであります。

２目運営協議会費で４万４，０００円の減は、開催回数の減によるものであります。

３２ページをお開き願います。３項１目特別対策事業費で１６万５，０００円の増は、

医療費適正化対策に要する経費ではレセプトの電子化に伴うレセプト点検及び電算業務の

増加による報酬及び電算委託料の増加が主であり、収納率向上対策に要する経費ではアン

ダーラインで表示しておりますが、滞納状況共有のための滞納管理システム保守点検委託

料１４万９，０００円の増等によるものであります。

３４ページをお開き願います。２款保険給付費、１項１目一般被保険者療養給付費で６，

２００万円の増は、平成２３年３月診療分から１１月診療分までの９カ月間の対前年比で

約５％療養給付費が伸びていることによるものであります。

２目退職被保険者等療養給付費で５０万円の減、３目一般被保険者療養費で２５０万円

の減、４目退職被保険者等療養費で１０万円の増は、いずれも医療費の増減によるもので

あります。

２項１目一般被保険者高額療養費で１，４００万円の増は、件数の増によるものであり

ます。

３６ページをお開き願います。２項２目退職被保険者等高額療養費で２５０万円の減は、

件数及び１件当たりの高額療養費の減によるものであります。

５項１目葬祭費で７万５，０００円の減は、件数の減によるものであります。

３８ページをお開き願います。３款後期高齢者支援金等、１項１目後期高齢者支援金で

３９万５，０００円の増、続きまして４０ページの４款前期高齢者納付金等、１項１目前

期高齢者納付金で１万５，０００円の増、続きまして４２ページの５款老人保健拠出金、

１項１目老人保健医療費拠出金で１３万４，０００円の減、２目老人保健事務費拠出金で

４，０００円の減、続きまして４４ページの６款介護納付金、１項１目介護納付金で１６

万５，０００円の減は、それぞれ支援金、納付金、拠出金の確定によるものであります。

４６ージをお開き願います。８款保健事業費、１項１目特定健康診査等事業費で２３９

万６，０００円の減は、主に受診件数の減による健診委託料の減によるものであります。

２項１目疾病予防費で８７万８，０００円の減は、無受診世帯記念品及びがん検診等事

業の確定による補正であります。

４８ページをお開き願います。９款基金積立金、１項１目基金積立金で７，０００円の

減は、運用利息の減によるものであります。

５０ページをお開き願います。１１款諸支出金、１項２目退職被保険者等過年度過誤納
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還付金で１０万円の増は、退職被保険者への過誤納還付金の増であります。

３目特定健康診査等過年度過誤納還付金で６８万３，０００円の増は、平成２２年度の

特定健康診査等負担金の精算返還金であります。

以上が歳出でありますが、歳入につきましては５ページ、総括でご説明をさせていただ

きます。１款国民健康保険税で６７０万１，０００円の増は、一般被保険者分で２９０万

７，０００円の減、退職被保険者分で９６０万８，０００円の増によるものであります。

２款国庫支出金で５，０６９万５，０００円の増、３款療養給付費等交付金で２３９万

５，０００円の増、４款前期高齢者交付金で２０万１，０００円の増、５款道支出金で３

８万８，０００円の減は、いずれも歳出の保険給付費に基づく国、診療報酬支払基金及び

北海道の負担ルール分による補正であります。

６款財産収入で７，０００円の減は、基金運用利息の減であります。

７款共同事業交付金で２，０７９万３，０００円の増は、高額医療費共同事業及び保険

財政共同安定化事業の対象医療費の増によるものであります。

８款繰入金で１，３００万円の減は、一般会計繰入金の減によるものであります。

以上、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

次に、議案第４号 平成２３年度砂川市介護保険特別会計補正予算についてご説明申し

上げます。

今回の補正は、第２号となります。

第１条は、歳入歳出予算の補正であり、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１億

８８万円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１５億７，６１９万円とするものであ

ります。

それでは、歳出からご説明申し上げます。２２ページをお開き願います。１款総務費、

１項１目一般管理費で３４４万３，０００円の増は、一般管理事務に要する経費でアンダ

ーラインを表示しておりますが、介護報酬改定等に伴う電算システム改修委託料の増によ

るものであります。

３項２目認定調査費で３３万４，０００円の減は、主治医意見書手数料等の減によるも

のであります。

２４ページをお開き願います。２款保険給付費で１億６３３万７，０００円の減は、１

項１目居宅介護サービス給付費で特定施設入所者数の減等による４，８０１万円の減、２

目地域密着型介護サービス給付費で８３７万６，０００円の増、３目施設介護サービス給

付費で施設入所者数の減等による５，４３５万７，０００円の減、２６ページの２項１目

介護予防サービス給付費で８０５万９，０００円の減が主なものであります。

３２ページをお開き願います。３款基金積立金で４３４万８，０００円の増、３４ペー

ジをお開き願います、４款地域支援事業費で１９２万４，０００円の減は、１項介護予防

事業費、３６ページの２項包括的支援事業・任意事業費、３８ページの４項認知症対策等
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総合支援事業費の事業費確定等による補正であります。

４０ページをお開き願います。６款諸支出金で７万９，０００円の減は、主に過年度過

誤納還付金の減によるものであります。

以上が歳出でありますが、歳入につきましては５ページ、総括で説明させていただきま

す。１款保険料で１９７万９，０００円の減は、所得段階層上位被保険者数の減によるも

のであります。

２款分担金及び負担金で５３万８，０００円の減は、地域支援事業における自己負担金

の減によるものであります。

３款国庫支出金で２，２９９万７，０００円の減、４款支払基金交付金で３，２１０万

９，０００円の減、５款道支出金で１，７９５万８，０００円の減は、いずれも歳出の保

険給付費に基づく国、診療報酬支払基金及び北海道の負担ルール分による補正であります。

６款財産収入で３万５，０００円の増は、基金運用利息の増によるものであります。

７款繰入金で２，５３３万４，０００円の減は、保険給付費の減等による一般会計繰入

金の減によるものであります。

以上、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

次に、議案第５号 平成２３年度砂川市後期高齢者医療特別会計補正予算についてご説

明申し上げます。

今回の補正は、第１号となります。

第１条は、歳入歳出予算の補正であり、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ４４

４万３，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ４億９，９３６万７，０００

円とするものであります。

それでは、歳出からご説明申し上げます。１６ページをお開き願います。１款総務費、

１項１目一般管理費２３万４，０００円の減は、旅費及び通信運搬費の減等であります。

２項１目徴収費で５万５，０００円の減は、旅費及び印刷製本費の減等によるものであ

ります。

１８ページをお開き願います。２款後期高齢者医療広域連合納付金、１項１目後期高齢

者医療広域連合納付金３８１万円の減は、主に事務費分負担金８８万３，０００円の減及

び保険料分負担金３２９万１，０００円の減によるものであります。

２０ページをお開き願います。３款保健事業費、１項１目健康保持増進事業費で１２万

５，０００円の減は、健康診査事業費で主に後期高齢者健康診査件数の減による委託料の

減であります。

２２ページをお開き願います。４款諸支出金、１項１目過年度過誤納還付金で２１万９，

０００円の減は、還付金の減によるものであります。

以上が歳出でありますが、歳入につきましては５ページ、総括でご説明させていただき

ます。１款後期高齢者医療保険料で４３０万４，０００円の減は、主に所得割賦課対象額
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の減によるものであります。

３款繰入金で８１万円の減は、主に事務費分納入金の減であります。

４款繰越金で１０１万１，０００円の増は、前年度繰越金の確定によるものであります。

５款諸収入で３４万円の減は、過年度過誤納還付金及び健康診査受診者数の減による受

託事業収入の減によるものであります。

以上、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

〇議長 東 英男君 建設部長。

〇建設部長 金田芳一君 （登壇） 議案第３号 平成２３年度砂川市下水道事業特別会

計補正予算についてご説明申し上げます。

今回の補正予算は、第１号であります。

第１条は、歳入歳出予算の補正であり、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１，

２６９万２，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ９億１，３０４万６，０

００円とするものであります。

第２条は、地方債の補正であり、４ページの第２表、地方債補正に記載のとおり、公共

下水道整備事業債と個別排水処理施設整備事業債及び過疎対策事業債については事業完了

見込みによる減額補正をするものであり、合計で８６０万円を減額し、補正後の限度額を

２億８，４５０万円とするものであります。

補正の主なものにつきましては、２２ページの歳出からご説明いたします。１款下水道

費、１項１目一般管理費２９万１，０００円の増は、平成２２年度の消費税納付額の確定

による公課費２３万２，０００円の増が主なものであります。

２目維持管理費３０９万８，０００円の増は、空知太中継ポンプ場のポンプ修理等によ

る予算額の不足に伴う修繕料９５万円の増、中空知広域水道企業団の料金徴収システムの

改修等に伴う下水道使用料算定等事務委託負担金６１万４，０００円の増と、平成２２年

度分汚水処理水量の確定に伴う流域下水道組合負担金２４２万９，０００円の増及びポン

プ場維持管理委託料などの事業費確定による委託料８４万７，０００円の減が主なもので

あります。

２４ページ、３目水洗化促進費は、財源内訳の変更であります。

４目公共下水道整備事業費９８３万円の減は、下水道課職員１名減に伴う人件費８１０

万２，０００円の減と下水道整備事業の事業費確定による工事請負費１２９万円の減、委

託料４２万９，０００円の減が主なものであります。

２８ページ、２款個別排水処理事業費、１項１目個別排水処理事業費４８２万１，００

０円の減は、合併処理浄化槽の設置基数を当初１０基と予定しておりましたが、設置基数

の見込みが７基となったことによる工事請負費４１４万４，０００円の減と浄化槽維持管

理委託料の事業費確定による６０万３，０００円の減が主なものであります。

３０ページ、３款公債費、１項２目利子１４３万円の減は、平成２２年度分の公共下水
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道整備事業債等の借り入れ利率の確定によるものであります。

次に、歳入につきましては５ページの総括でご説明いたします。１款分担金及び負担金

８万９，０００円の増は、合併処理浄化槽設置基数の減少による個別排水処理分担金の減

と現年賦課分の下水道受益者負担金の増が主なものであります。

２款使用料及び手数料２，０３４万１，０００円の減は、下水道使用料現年度分の減が

主なものであります。

３款国庫支出金７３万３，０００円の減は、社会資本整備総合交付金事業の事業費確定

による減が主なものであります。

４款繰入金１，７０４万９，０００円の増は、下水道使用料収入の減等によるものであ

ります。

５款繰越金７４万円の増は、平成２２年度決算確定によるものであります。

６款諸収入８９万６，０００円の減は、水洗便所改造資金貸付件数の減による貸付金元

利収入９２万８，０００円の減が主なものであります。

７款市債８６０万円の減は、国からの通知により社会資本整備総合交付金事業の一部に

ついて一般会計債を財源とした繰入金を財源とすることになったこと及び事業費確定によ

り公共下水道整備事業費が減少したことによる公共下水道整備事業債２５０万円の減、合

併処理浄化槽設置工事費の減による個別排水処理施設整備事業債２４０万円の減及びこれ

ら公共下水道整備事業と個別排水処理施設整備事業の減に伴い、過疎対策事業債について

も３７０万円の減となるものであります。

なお、３２ページには地方債に関する調書を添付しておりますので、お目通しをいただ

き、よろしくご審議くださいますようお願い申し上げます。

〇議長 東 英男君 市立病院事務局長。

〇市立病院事務局長 小俣憲治君 （登壇） 議案第６号 平成２３年度砂川市病院事業

会計補正予算についてご説明申し上げます。

１ページをごらんください。初めに、第１条は今回の補正予算を第２号とするものであ

ります。

第２条は、予算第２条で定めた業務の予定量を補正するもので、（１）、病床数を南館

こころの医療センター開院に伴い、平成２３年１０月２８日以降は精神病床を１５床減し、

総病床数を５０６床とし、（２）、年間患者数を入院で７０１人増の１４万６４２人、外

来で８，３５０人減の２５万９，４０７人とし、（３）、１日平均患者数を入院で２人増

の３８４人、外来で３４人減の１，０５９人とするものであります。

第３条は、予算第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を補正するもので、病院事

業収益で２，１８８万９，０００円を増額し、収入の総額を１０７億７，８５０万５，０

００円、病院事業費用で２億６，５６４万２，０００円を減額し、支出の総額を１２４億

４，６５５万５，０００円とするものであります。
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２ページをお開きください。第４条は、予算第４条で定めた資本的収入及び支出の予定

額を補正するもので、本文括弧書き中「不足する額４億８，０５３万９，０００円は、過

年度分損益勘定留保資金４億８，０５３万９，０００円」を「不足する額４億４，０１８

万１，０００円は、過年度分損益勘定留保資金４億４，０１８万１，０００円」に改める

ものであります。これは、資本的収入で３，３２７万８，０００円を増額し、収入の総額

を２７億２，９６８万５，０００円、資本的支出で７０８万円を減額し、支出の総額を３

１億６，９８６万６，０００円とするものであります。

第５条は、予算第５条に定めた企業債の補正であります。医療機械器具整備事業分で７

６０万円減額し、８，０５０万円とするもので、総額３０億７，０００万円に限度額を補

正するものであります。

第６条は、予算第７条に定めた議会の議決を経なければ流用することのできない経費の

うち、（１）、職員給与費を５９億１００万２，０００円とするものであります。

第７条は、予算第８条に定めた棚卸資産の購入限度額を１５億８，１２９万９，０００

円とするものであります。

４ページをごらんいただきたいと存じます。収益的収入でありますが、１項医業収益５，

３３０万７，０００円を減額するもので、内訳は１目入院収益で１億４，９４５万４，０

００円の減額、２目外来収益で７，７７４万円の増額、３目その他医業収益で１，８４０

万７，０００円の増額であり、入院収益及び外来収益は延べ患者数と１人当たりの診療単

価の増減によるものであり、その他医業収益は主に室料差額収益が増加したことによるも

のであります。

２項医業外収益６，７１２万７，０００円の増額は、主に２目補助金で２，１３２万３，

０００円の増額、６ページをごらんいただきたいと存じます、３目負担金交付金で４，０

９６万２，０００円の増額によるものであります。

３項看護専門学校収益４４３万６，０００円の増額は、主に２目負担金交付金が増額と

なったものであります。

４項特別利益３６３万３，０００円の増額は、前年度以前の医療費調定による過年度損

益の修正益によるものであります。

８ページをごらんいただきたいと存じます。収益的支出でありますが、１項医業費用３

億２，５２８万８，０００円を減額するもので、１目給与費では７，１２２万４，０００

円の減額で、人事異動等による新陳代謝、また看護師については育児休業、年度内退職者

の増が主な要因で、１節給料で４，１１１万７，０００円減額、２節手当で１，５７０万

６，０００円減額、３節賃金では嘱託医師や臨時看護師の減で１３８万４，０００円減額、

４節法定福利費においては共済組合負担金で負担金率は増加したものの全体の減により１，

３０１万７，０００円減額となったことによるものであります。

２目材料費では１億９，１３７万３，０００円の減額で、主に１節薬品費ではジェネリ
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ック医薬品への切りかえ等により８，０４４万８，０００円減額、２節診療材料費におい

ては適正在庫の見直しや医療器械、消耗品の使用量減等により１億１，９４７万８，００

０円減額となったことによるものであります。

１０ページをごらんいただきたいと存じます。３目経費では１億２８１万７，０００円

の減額で、主に５節消耗品費においては電子カルテ導入効果によるペーパーレス化が進ん

だことによる消耗品の使用量減等により２，２０２万３，０００円減額、７節光熱水費に

おいては電気使用量等の減により２，９３２万１，０００円減額、１３ページをごらんい

ただきたいと存じます、１５節委託料においては各業務の事業確定により５，４０８万２，

０００円減額となったことによるものであります。

４目減価償却費では４，５２０万円の増額で、主に建物に係るものであります。

６目研究研修費では５０７万４，０００円の減額で、主に４節旅費において執行件数の

減により２０８万円減額、５節研究雑費において研修会負担金の減等により２５６万７，

０００円減額となったことによるものであります。

１４ページをごらんいただきたいと存じます。２項医業外費用３６３万３，０００円の

増額は、主に１目支払利息及び企業債取扱諸費の１節企業債利息で当初予定した利息を下

回ったため２４５万円減額、３目消費税で室料差額収益等の課税収入の増額により５３８

万１，０００円増額、４目その他医業外費用の１節病院祭で７０万２，０００円増額とな

ったことによるものであります。

３項看護専門学校費用４３５万２，０００円の減額は、１目給与費で人事異動による新

陳代謝が主な要因で１６９万円減額、２目経費で主に光熱水費や修繕費において使用量、

修繕件数の減により２６６万２，０００円減額となったことによるものであります。

１６ページをごらんいただきたいと存じます。４項特別損失６，０３６万５，０００円

の増額は、主に１目過年度損益修正損で前年度以前の医療費調定等による過年度損益の修

正損によるもので１，５２５万１，０００円増額、４目旧病院除却費で主に旧病院の建物

に係る除却費の増により４，９７５万７，０００円増額となったことによるものでありま

す。

１８ページをごらんいただきたいと存じます。資本的収入でありますが、１項企業債５，

６６０万円の増額は、主に立体駐車場実施設計費及び事務費の借り入れによるものであり

ます。

３項補助金３，２５５万５，０００円の増額は、１目国庫補助金で災害拠点病院設備整

備事業補助金として１０５万５，０００円増額、２目道補助金で総合内科医養成研修セン

ター運営支援事業補助金と新たな地域医療再生計画による救急医療体制構築事業補助金と

合わせて３，１５０万円増額となったことによるものであります。

４項出資金６，１３１万７，０００円の減額は、１目一般会計出資金で交付税額の確定

による減額であり、５項寄附金５５９万９，０００円の増額は、主に病院事業整備資金等
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として寄附を受けたものであります。

２０ページをごらんいただきたいと存じます。資本的支出で、１項建設改良費８６６万

７，０００円の減額は、１目改築事業費、１節建設費で立体駐車場実施設計費の減により

１５０万円減額、２節事務費で主に給与費の減により７２１万円減額となったことによる

ものであります。

３項投資１５８万７，０００円の増額は、１目長期貸付金で看護学生への学資貸付金が

当初予定していた貸付者数を上回ったことによるものであります。

２２ページ以降は関連資料でありますので、ご高覧いただきまして、よろしくご審議く

ださいますようお願い申し上げます。

〇議長 東 英男君 以上で各議案の提案説明を終わります。

これより議案第１号から第６号までの一括総括質疑を行います。

ご質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

以上で議案第１号から第６号までの一括総括質疑を終わります。

お諮りします。

ただいま議題となっております６議案は、議長を除く議員全員で構成する第１予算審査

特別委員会を設置し、これに付託して会期中審査を行うことにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

ご異議なしと認め、そのように決定いたしました。

◎休会の件について

〇議長 東 英男君 お諮りします。

第１予算審査特別委員会における審査が終了するまで本会議を休会することにご異議あ

りませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

ご異議なしと認め、これで本会議を休会します。

◎散会宣告

〇議長 東 英男君 以上で本日の日程はすべて終了いたしました。

本日はこれで散会いたします。

散会 午前１１時０２分


